



別紙様式１－２（第３関係）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　w-SDS管理者 → 総括安全衛生管理者 → w-SDS管理者
	総括安全衛生管理者
受理年月日
	総括安全衛生管理者
承認年月日

	・　・
	・　・


　　　　　　　　　タイトル　　床上操作式クレーン（吊り上げ荷重５トン以上）　のｗ－ＳＤＳ

　　　　　　　　　新規作成・改訂・廃止年月日　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　ｗ－ＳＤＳ管理者氏名（所属・職）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究室名（棟・室名）　　　　　　　　（　　　・　　　）

【個別事項】
	階層別の管理責任
	区　分
	根　拠
	項　　目
	適用確認

	学　　　長
総括安全衛生管理者
	系　長(安全衛生管理者)
	機器等管理者 (教職員)
	機器等使用者 (学生等)
	
	
	
	

	Ｃ：研究室、実験、作業等の個別にかかる規定

	○
	○
	○
	
	届出
	安衛法88
安衛則86
	労基署長あてクレーン設置届を提出
	

	○
	○
	○
	
	届出
	クレーン則5
	クレーン設置届
	

	○
	○
	○
	
	届出
	クレーン則44
	変更届
	

	○
	○
	○
	
	届出
	クレーン則48
	休止の報告
	

	○
	○
	○
	○
	教育
	安衛法59
	就業前の安全・衛生に関する教育の実施
	

	○
	○
	○
	○
	資格
	安衛法61
安衛則41
クレーン則22
	床上操作式クレーン運転技能講習修了者（又は上位免許者）でなければ操作できない
	

	○
	○
	○
	○
	資格
	クレーン則221
	玉掛け技能講習（制限荷重1トン以上のクレーンの玉掛け作業）
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	安衛法38，45
	設置時の検査

定期検査、定期自主点検、始業前点検、点検記録等
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則6
	クレーン落成検査（所轄労基署長の検査）
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則9
	クレーン検査証の交付
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則16
	クレーン作業を行う場所にクレーン検査証を備え付ける
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則34
	定期自主検査（設置後1年以内ごとに1回）
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則35
	定期自主検査（1月以内ごとに1回）
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則36
	作業開始前の点検
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則38
	定期検査の記録は3年間保存する
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則40
	性能検査
	

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	クレーン則220
	その日の作業開始前にワイヤロープ等を点検する
	

	○
	○
	○
	
	安全装置
	安衛法42
	クレーンに過負荷防止装置を備えること
	

	○
	○
	○
	○
	機械等の規制
	安衛則27～29
	安全装置について具備・点検・取り外し等の禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則101～151
	機械による危険の防止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則18
	巻過ぎ防止装置の適正調整
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則19
	巻過ぎ防止装置がないクレーンの危険防止措置
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則20
	油圧等を動力として用いるクレーンの安全弁の調整
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則20の2
	玉掛け用ワイヤーロープ等の外れ止め装置の使用
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則23
	クレーンの定格荷重を超える荷重での使用禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則24の2
	クレーン運転者および玉掛け作業者が常時確認できる位置に定格荷重を表示すること
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則25
	複数で作業する場合は合図を行う者を指名し、その者の合図により作業を行わせること
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則26
	クレーンにより作業者を運搬したり吊り上げての作業禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則28・29
	作業中の立入禁止区域
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則32
	荷を吊ったまま運転位置からの離脱の禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則213
	玉掛け用ワイヤロープの安全係数は6以上でなければ使用してはならない
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則213の2
	玉掛け用つりチェーンの安全係数
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則214
	玉掛け用フック等の安全係数
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則215
	不適格なワイヤロープの使用禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則216
	不適格なつりチェーンの使用禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則217
	不適格なフック、シャックル等の使用禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則218
	不適格な繊維ロープ等の使用禁止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則219
	ワイヤーの両端にリングまたはアイ等を具備すること
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	クレーン則219の2
	吊りクランプを用いて玉掛け作業する際は規定荷重内で使用する
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則151の２～
151の76
	車両系荷役運搬機械等による危険の防止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則329～354
	電気による危険の防止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則518～539
	墜落、飛来崩壊等による危険の防止
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則540～

575の16
	通路、足場等
	

	○
	○
	○
	○
	保護具
	安衛則593～598
	危険有害業務作業時の保護具等
	


備考　本様式は、労働安全衛生法及び労働安全衛生規則に基づく区分により法令根拠等を示したものである。実際にｗ－ＳＤＳを作成する場合は、ｗ－ＳＤＳ実施例を参考に各機器等ごとに適用される法令根拠等を確認の上、作成すること。
【作業手順と予測される災害事象】

	No.
	作業手順
	予測される災害事象

	１
	電源スイッチON
	

	２
	リミットスイッチ、ストッパ、ブレーキ、動作音に異常がないか、ワイヤロープに断線・摩耗・腐食等がないか点検する
	

	３
	吊り荷の形状、重量に応じた荷かけワイヤを選定し点検する
	

	４
	吊り荷にワイヤを掛け、クレーンのフックをおろし掛ける
	

	５
	荷をつり上げる
	・荷とワイヤに身体を挟まれる
・ワイヤが切れて荷が落下し下敷きとなる

	６
	荷を移動させる
	作業範囲内に入り、荷が身体にぶつかる

	７
	荷をおろす
	下ろした荷が足の甲の上に乗る

	８
	フックから荷かけワイヤをはずす
	

	９
	フックを上昇させ、元の位置に戻す
	

	１０
	スイッチOFF
	


備考　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
【評価基準】

	(1) 怪我の可能性
	
	(2) 怪我の程度
	
	(3) 危険に近づく頻度
	
	リスクポイント
	リスクレベル

	確実である
	6
	
	死亡・就業不能
	10
	
	　頻繁
	4
	
	14～20
	V

	可能性が高い
	4
	
	休業災害
	6
	
	　時々
	2
	
	12～13
	IV

	可能性がある
	2
	
	不休業災害
	3
	
	　めったに無い
	1
	
	9～11
	III

	可能性はない
	1
	
	微傷災害
	1
	
	
	
	
	6～8
	II

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	5以下
	I


【リスクの見積り】

	No.
	予測される事象
	怪我の
分類
	(1) 怪我の可能性
	(2) 怪我の程度
	(3) 危険に近づく頻度
	リスク
ポイント
	リスク
レベル
	優先
順位

	１
	荷とワイヤに身体を挟まれる
	切断
	２
	１０
	２
	１４
	V
	１

	２
	ワイヤが切れて荷が落下し下敷きとなる
	座滅
	２
	１０
	２
	１４
	V
	１

	３
	作業範囲内に入り、荷が身体にぶつかる
	骨折
	２
	６
	２
	１０
	III
	３

	４
	下ろした荷が足の甲の上に乗る
	座滅
	２
	６
	２
	１０
	III
	３


備考　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
【妥当性の確認】

	No.
	予測される事象
	対策
	(1) 怪我の可能性
	(2)怪我の程度
	(3)危険に近づく頻度
	リスク
ポイント
	リスク
レベル
	妥当性

	１
	荷とワイヤに身体を挟まれる
	クレーン操作をする者はコントローラから手を離して待機し、合図者の指示により操作する
	１
	１０
	１
	１２
	IV
	妥当

（条件付）

	２
	ワイヤが切れて荷が落下し下敷きとなる
	適切なワイヤを使用し、必ず地切りを行い玉掛け状態を確認する
	１
	１０
	１
	１２
	IV
	妥当

（条件付）

	３
	作業範囲内に入り、荷が身体にぶつかる
	作業中はクレーンの可動範囲内に入らない。操作者自身が挟まれないよう、事前に作業方法等を定め関係者に周知を徹底する
	１
	６
	１
	８
	II
	妥当

（条件付）

	４
	下ろした荷が足の甲の上に乗る
	荷をおろすまでは作業範囲内に立ち入らないこと
	１
	６
	１
	８
	II
	妥当

（条件付）


備考
１　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
２　優先順位の高いものから実施すること。
３　妥当性を確認する際、その対策を人間に委ねる場合（例として、「作業する際は防護服を着用する」といった対策をとった場合、作業服を着用するかどうかはその人間の意思又は過失等によって変わってくる。）は、妥当性の欄に条件付きであることを明示すること。
【クレーンの運転資格】

　クレーンの種類・性能（つり上げ荷重）により、必要な資格が下表のように区分されています。

	　　　　　つり上げ荷重

　区　分
	0.5トン

未満
	0.5トン以上

5トン未満
	5トン以上
	備考

	クレーン（無線式含む）・デリック
	資格不要
	運転可能
	クレーン・デリック運転士免許
	１

	床上運転式クレーン
	
	運転可能
	床上運転式クレーン限定免許
	
	２

	床上操作式クレーン
	
	運転可能
	技能講習修了
	
	
	３

	テルハ
	
	特別教育
	―
	
	
	
	４


備考１：平成18年4月からクレーン及びデリック運転士免許が統合されました。
備考２：床上で運転するクレーンで、走行とともに移動しますが、横行時には移動せず一定の位置で操作する方式のクレーン

備考３：床上で運転するクレーンで、走行・横行ともに運転者が移動して操作する方式のクレーン

備考４：つり上げ荷重が5トン未満のテルハは特別教育修了者が運転できます。
【玉掛け作業の資格】

　玉掛け作業は、クレーンの運転の資格のみでは行うことができません。クレーン作業には「吊り荷の荷掛け」、「荷はずし」の作業が伴いますが、この作業には使用するクレーンの能力（つり上げ荷重）に応じて玉掛け技能講習（つり上げ荷重１トン以上）、玉掛けの特別教育（つり上げ荷重１トン未満）を受けた者でないと作業することができません。（必要な資格は、吊り荷の荷重には関係なく、クレーンの性能（つり上げ荷重）により決まります。例えば、つり上げ荷重が３トンのクレーンで500kgの荷を掛ける作業では、玉掛け技能講習修了者でなければ行うことがせきません。）


